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こ挨拶
六月になりました。いかがお過ごしでし

ょうか。
ょうやく新型コロナ感染症の扱いが季節

性インフルエンザ感染症並みの5類に変更
されました。完全に終息したわけではあり
ませんから、今後もある程度の注意が必要

であることは言うまでもありません。
とはいうものの、コロナ前の私たちの生活が少しずつ戻って

くることは間違いありません。そのことについては素直に喜び
たいと思っています。

春、都内にある女子だけの中高一貫校の校長をしている友人
に頼まれて、そこの中学三年生にお話をしに行く機会があり
ました。新学期には高校一年生（その学校では四年生というら
しい）になるその学年の生徒たちは入学時からのソ ー シャル
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ディスタンスを卒業の日まで丸々三年守り続けた子どもた
ちです。

女性の教頭先生は「この時期の女の子に特有のべ‘たべた弓I
っ付いて過ごす時間がほとんど無かった三年間が、この生徒
たちにどんな影響を残すのか」と少し心配顔でした。面白い
視点だと思いました。

もともとは握手、ハグが日常の挨拶になっている欧米の人々
の対人距離と比べたら日本人同士のその距離はかなり遠いも
のだったように思います。それが近年、日本でも国際規格が
取り入れられ変化が見られるようになってきた矢先の新型コ
ロナ感染症の蔓延でした。

逆戻りした人との距離がまたコロナ前の状態までもどるの
にどれくらいの時間がかかるのか、じっくり観察してみたい
と思います。
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